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発行：北海道豊富高等学校 
〒098-4100 北海道天塩郡豊富
町字上サロベツ４７５番地 
Tel 0162-82-1709 

学校だより「豊高通信」は豊富高校の教育活動を広く家庭・地域のみなさんに発信する広報誌です。 

豊富高校：学校だより 
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↑豊高ホームページで随時情報を更新中です！！ 

学校教育目標：たくましく○いき抜く人 たえず○まなび続ける人 ともに○たすけ合う人 今だ！を合い言葉に！ 

育成を目指す
12 の 

資質･能力 

磨け！ 

共に！ 

前へ！ 

行 事 紹 介 

９月は行事が多く、期末考査、いのちの教育、芸術鑑賞、オープンキャンパス、高

文連（ボランティア部）、どさんこ子ども会議、地域探究講話、生徒会役員選挙、薬

物乱用防止教室がありました。本稿では、その一部を紹介したいと思います。 

新生徒会始動 

１９日（木）後期生徒会役員選挙が行われました。 

３年生から２年生へと代替わりする中で会長に立

候補した２年岳上くんは「上級生に今まで楽しませて

いただいたので、これからは私たちが皆さんの学校生

活をよりよいものにしたい」と演説してくれました。 

後期生徒会は 10 月から本格的に活動をしていき

ます。 

１７日（火）、士別市で行われた高文

連にボランティア部が参加しました。 

生徒はボランティア活動等におけるコ

ミュニケーションや自己表現のあり方に

ついて、講義や演習を行いました。 

また、講義等を通して今後のあり方に

ついても協議しました。 

コミュニケーションでつながるボランティア

伝統芸能の鑑賞 

13日（金）にオープンキャンパスを行いました。 

今年度は豊富中学校、幌延中学校、兜沼小中学

校、稚内東中学校から 36名が参加しました。 

参加生徒は、学校説明を受けた後、授業見学、

体験授業、部活見学に参加し、豊富高校の普段の

様子を体感していました。 

本校生徒は積極的に体験授業でサポートに入

り、部活体験では率先して行動していました。 

 

北海学園大学と大阪成蹊大学との交流 

18 日（水）に北海学園大学と大阪成蹊大学と本校 1 年生の

合同で地域探究講話・交流学習を行いました。 

【生徒の感想】 

大学生との会話は緊張しましたが、優しく話しやすかったです。

講義では先生の地球環境への熱意が伝わり、自分たちの課題を

深く考えるきっかけとなりました。大学生と関われる貴重な時間を

通じて大学生活にも興味がわき、オープンキャンパス等にも参加

したいと思いました。                    1年 千葉 煌太 

オープンキャンパス 

命の大切さを学ぶ 

11日（水）にいのちの教育が行われました。 

生徒たちは自分が苦しい時に何が支えになっている

のか、友達や周りの人が苦しんでいたらどのような言

動をすればよいのかこの授業を通して学びました。 

【生徒の感想】 

命の授業では、苦しみの本質や支え合うことの重

要性を学びました。苦しみは希望と現実のギャップか

ら生まれ、理解してくれる人がいることが心の安定に

繋がることを理解しました。今後もこの教訓を生かし、

他者の支えとなる存在を目指していきたいです。                                                   

３年 竹中 瑠花 

 

－１０月の行事予定－ 
１日（火）  到達度テスト（全学年） 
３日（木）  １日防災学校 
４日（金）  コース選択（１年 LHR）、豊富保育園実習 
７日（月）  防犯・ネットモラル教室、町 ALT 
８日（火）  カーリング授業 
１１日（金）  日検情報処理技能検定、日本語ワープロ検定 
１６日（水）  第２回 PTA広報部会 
１７日（木）  局 ALT 
１８日（金）  見学旅行結団式 
 

１９日（土）  全経 電卓計算能力検定②  
２１日（月） 
～２５日（金） 見学旅行（２年） 
２６日（土）  第３回ベネッセ・駿台共通テスト模試① 
２７日（日）  第３回ベネッセ・駿台共通テスト模試② 
 

１２日（木）本校と豊富中学校、兜沼小中学校の３校合

同で芸術鑑賞を行いました。今年度は落語の鑑賞で３名

の落語家さんにお越しいただきました。 

それぞれの学校の生徒が壇上に上がり、麺をすする芸

を落語家の方から伝授していただきました。 

【生徒から】 

私は正直落語にあまり興味がなかったですが、今回鑑

賞させていただき落語はとても面白い日本の伝統芸能で

あることを知りました。 

落語家の皆さんの観客を楽しませる技術は私たち中高

生をも魅了するほど、終始会場中が笑いに包まれとても充

実した楽しいひとときでした。 

また機会があれば鑑賞したいです   ３年 安藤 優希 


